
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽幌中学校 全体懇談会 R6.4.27 

令和６年度の羽幌中学校 

大切にしたいこと 育てたいこと 

その１ 誰もが安心して学べる環境にすること 

その２ 誰でも受け入れる心をもてるようになること 

その３ 自分で判断して行動できる社会人のタマゴになること 

答えを間違えても、他者と違う意見を発表しても、私だけ問題が解けなくても、仲間より理

解するスピードが遅くても、「誰からも冷やかされたり、バカにされたりしないから大丈夫！」

という安心感をもって、何事にもチャレンジできるようになる。 

答えを間違う人にも、私と違う意見を発表する人にも、問題が解けない人にも、自分より理

解するスピードが遅い人にも、「そりゃそうでしょ、みんな違って当たり前！」という寛容力を

高めて、優しい心で過ごすことができるようになる。 

手をかけすぎず、認め、委ね、よさを認めながら、中学校の３年間、義務教育の９年間を修

了し、自分のアタマで考えて、自分のココロで判断して、仲間とチカラを合わせて、自分のカ

ラダで動き出すことができる〝社会人のタマゴ〟となった１５歳を目指す。 

 

基礎的・基本的な知識及び技能

を確実に習得させ，これらを活用

して課題を解決するために必要

な思考力，判断力，表現力等を育

むとともに，主体的に学習に取り

組む態度を養い，個性を生かし多

様な人々との協働を促す教育の

充実に努めること。その際，生徒

の発達の段階を考慮して，生徒の

言語活動など，学習の基盤をつく

る活動を充実するとともに，家庭

との連携を図りながら，生徒の学

習習慣が確立するよう配慮する

こと。 

 
安心して学べる学級を築き、主体的に行動ができる羽中生 

令和６年度 学校教育目標 

今年度の Keyword 安心感 寛容力 主体性 

【保護者の皆様へのお願いです】 
 学校への電話等による罵声や恫喝まがいのク

レームはご遠慮願います。激しいクレームを受け

た教職員の心は削られます。胸が苦しくなりま

す。メンタルが壊れます。 

学校の方針や教職員の指導に非があり、お子様

やご家族に嫌な思いをさせたりご迷惑をおかけ

したりするようなことがあれば、校長の責任のも

とで、必要な説明責任を果たし、場合によっては

謝罪をします。 

もしも学校や教職員に対して何かあれば、冷静

に、落ち着いて、意見や要望、提案をお伝えくだ

さい。子どもたちのために共に解決方法を探って

いきますので、何卒よろしくお願いします。 

心身ともに健康で、ヤル気みなぎる教職員集団 
～子どもと向き合うために先生方のココロとカラダに余裕を～ 

「学校における働き方改革」 

学習指導要領 


